


〔12 月 1 日〕 

時    間 内                      容 
１３：００～１３：２０ 開会 
１３：２０～１４：００

（４０分） 

基調講演／「逆デイサービス」の意味を考える 
    
ユニットケアや逆デイサービスが生まれてきた背景や経緯、目指しているものを熱く 
報告します。 

 
◆講師   

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会             代 表   武 田 和 典 
                              （きのこ老人保健施設副施設長／岡山県） 

１４：００～１４：１０ 休憩 
１４：１０～１５：００ 

（５０分） 

 

基調報告／施設での暮らしとケアを変革する「逆デイサービス」の実践 
 
ユニットケアを先駆的に取り組んできたせんだんの杜は、逆デイサービスの実践を通し 
て、ユニットケアにたどりついたという歴史をもっています。 
逆デイサービスの取り組みで施設の暮らしとケアを変革するとともに、その経験をもとに、 
地域に住み残ることを支える実践に結びつけてこられたプロセスを報告いただきます。 

 
◆報告者   

特養・せんだんの杜（宮城県）     生活支援部地域サービス課長   小野寺 道 子 
１５：００～１５：１０ 休 憩 
１５：１０～１５：４０ 

（３０分） 

逆デイサービス・全国実践リレー１ 
◆実践報告者  

特養・ひろた（愛媛県）                     生活相談員   安 岡 英 哉 
１５：４０～１５：５０ 休 憩 
１５：５０～１６：２０ 

（３０分） 

逆デイサービス・全国実践リレー２ 
◆実践報告者  

特養・きのこ荘（岡山県）       生活相談員兼ケアマネージャー   小 谷 純 子 
１６：２０～１６：３０ 休 憩 
１６：３０～１７：３０ 

（６０分） 

ディスカッション／「逆デイサービス」の意義を問い、これからの展開を考える 
◆登壇者  

特養・せんだんの杜（宮城県）     生活支援部地域サービス課長   小野寺 道 子 

特養・ひろた（愛媛県）              生活相談員   安 岡 英 哉 

特養・きのこ荘（岡山県）       生活相談員兼ケアマネージャー      小 谷 純 子 

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会               代 表    武 田 和 典 

◆聞き手   

季刊・痴呆性老人研究                           編集長   泉 田 照 雄 

１８：３０～２０：３０ 夕食・懇親会 + ナイトセッション 
 
２日間の講師を囲んでの懇親会です。 「逆デイコース」は定員 40 人。 

「小規模多機能コース」「地域共生コース」の定員は各 20 人。いずれも先着順。 

 

 



〔12 月 2 日〕 

９：２０～１０：００

（４０分） 

実践報告１／小規模多機能ホーム 
 

ユニットケアの始まるきっかけともなった「宅老所」の実践は、住み慣れた地域とのつな 

がりを切らない暮らしを支援する「小規模多機能ケア」をも生み出しました。「小規模多 

機能ケア」のこだわりと本質を報告いただきます。 

 

◆実践報告者  

託老所あんき（愛媛県）                        代 表   中 矢 暁 美 

１０：００～１０：４０

（４０分） 

実践報告２／地域共生ホーム 
 
「宅老所」の実践は、お年寄りも子どももしょうがい者も、地域でともに暮らすことを支え 

る「地域共生ホーム」をも生み出しました。「地域共生ケア」のこだわりと本質を報告いた 

だきます。 
 

◆実践報告者  

このゆびとーまれ（富山県）                         副代表   西 村 和 美   

１０：４０～１１：００ 休 憩 
１１：００～１２：３０

（９０分） 

ディスカッション／「小規模多機能ホーム」と「地域共生ホーム」の意義を問い、 
これからの展開を考える 

 
◆登壇者  

このゆびとーまれ（富山県）                            副代表    西 村 和 美 

託老所あんき（愛媛県）                        代 表   中 矢 暁 美 

     まる（高知県）                              代 表    植 田 佳 代 

     十和村役場健康福祉課（高知県）                課長補佐   真 明  将     

◆サポーター   

高知県社会福祉協議会地域福祉課                   課 長    平 野 麻喜子   

◆聞き手  

高知県立女子大学社会福祉学部                   助教授    玉 里 恵美子 

 １２：３０～１３：３０ 昼 食 
１３：３０～１５：００

（９０分） 

 

 

総括ディスカッション／逆デイサービスから始まる・・・「地域」での暮らしとケアの変革 
◆登壇者 

〔高齢福祉実践〕 全国コミュニティライフサポートセンター 事務局長   池 田 昌 弘    

〔障害福祉実践〕 大阪府立大学社会福祉学部       専任講師   藤 井 博 志 

〔地域福祉実践〕  

大阪市立大学生活科学部・佛教大学社会福祉学部 非常勤講師   竹 村 安 子 

◆聞き手 

全国社会福祉協議会地域福祉部                  副部長   渋 谷 篤 男 
１５：００～１５：１０ 閉 会 

 
 

「ユニットケア」「逆デイサービス」「小規模多機能ホーム」はともに、昨年 6月 26 日に発表された厚生労働省 

老健局長の私的研究会・高齢者介護研究会の報告書「2015 年の高齢者介護」に明記されたもので、これから 

の介護の中核をなすものです。 



逆デイサービス全国セミナーin こうち 参加登録・宿泊・懇親会・昼食のご案内 

１．参加登録（申込）について 

 参加費 １人につき 10,000 円（当日資料代含む） 
   ※特養・老健・医療施設ユニットケア研究会交流会会員につきましては、一会員お一人様に限り 8,000 円になります。 
○ 参加ご希望の方は、添付の申込書に必要事項をご記入の上、ＪＴＢ仙台支店法人営業部宛に１１月１２日（金）必着でＦ

ＡＸ又は郵送でお送り下さい。なお、締切前に定員に達した場合は、その時点で締切とさせていただきますので、お早

めにお申込み下さい。参加登録申込書は、宿泊・懇親会・昼食の申込書も兼ねておりますので、参加登録と同時に申

込みをお願いいたします。 

２．宿泊について 

宿泊日：平成１６年１２月１日（水）～２日（木） 

 ※宿泊希望の方は申込用紙の希望日欄に○印をお付けください。折り返し宿泊申込書を送付いたします。 

３．懇親交流会について 

期 日：１２月１日（水） １８：３０より     

参加費：５,０００円 （2 日間の講師とひざを交えて懇親します。各コースとも先着順となります。） 

◆Ａコース（逆デイ） 定員４０人  ◆Ｂコース（小規模多機能） 定員２０人 ◆Ｃコース（地域共生） 定員２０人 

※ご希望のコースに○印をお付けください。会場名及び会場案内図につきましては、他の案内文書とあわせてお

送りいたします。 

４．昼食弁当について 

期 日：１２月２日（木）    料 金：１，０００円（お茶付き・税込み） ※お弁当は会場にてお渡しいたします。 

５．申込方法 

① 別紙申込書に必要事項をご記入のうえ、１１月２６日（金）までにＪＴＢ仙台支店法人営業部へ郵送またはＦＡＸに

て直接お申込み下さい。 

② 申込締切後、ホテル割りをして、各施設様宛にご案内の文書を発送いたします。ご案内到着後、請求書をご確認

の上、費用のご送金をお願いします。 

③ お申込み１人様につき通信連絡費・旅行取扱料金として５００円いただきますのでご了承下さい。 

６．変更・取消について  

○申込み後の取消及び変更は、郵便またはＦＡＸにてＪＴＢ仙台支店法人営業部にご連絡下さい。 

○変更・取消料  ※参加費についてはお申込み後のキャンセルは出来ませんのでご了承下さい。 

 宿泊 懇親会 弁当 

11 月 25 日～28 日 宿泊代金の５０％ 懇親会費の５０％ 弁当代の５０％ 

11 月 29 日以降 ８０％ １００％ １００％ 

当日及び不泊 １００％ １００％ １００％ 

 

７．お申込み・お問い合わせ先 

【申込に関するお問合せ先】                     

ＪＴＢ仙台支店法人営業部  担当：堀越・阿部友香里   〒980-0811 仙台市青葉区一番町 3－6－1 佐々重ﾋﾞﾙ 6 階    

ＴＥＬ：０２２－２６３－６７１３  ＦＡＸ：０２２－２６３－６６９３      

 

「逆デイサービス全国セミナーin こうち」参加申込書            FAX 022-263-6693 
 

施設名  申込者  

TEL： 
住 所 

〒 

FAX： 

参加費 <会員NO.            > 宿泊希望日 懇親会 12/1  5,000 円 
参加者氏名 

一般 10,000 円 会員 8,000 円 12 月  ●日 A ｺｰｽ B ｺｰｽ C ｺｰｽ 

昼食 12/2(木) 

1,000 円 

   
12 月   日

    

   
12 月   日

    




